
❶ガイダンス（市より）
❷アイスブレイク（自己紹介）
　自己紹介シートのお題について記入・自己紹介
❸ワールドカフェ
◇第 1ラウンド
　・ふせん（黄色に）自分の考えを自由記入
　・グループのメンバーで共有、意見をグループ化
◇第 2、第 3ラウンド
　・メンバーを入れ替え、第 1ラウンドの意見について
　　自由に意見交換
　・新たな発想や気づいた項目をふせん（ピンク）に記入
◇第 4ラウンド
　・第 1ラウンドのグループに戻って自由に意見交換
　・新たな発想や気づいた項目をふせん（ピンク）に記入
❹アドバイザーよりコメント

第１回　図書館ミーティング報告
第１回テーマ 今回の図書館ミーティングの流れ

ま と めま と めま と め

「あなたにとってよい図書館とは？」「あなたにとってよい図書館とは？」「あなたにとってよい図書館とは？」
令和 6年 7月 31 日（水）これから進んでい

く新図書館整備事業の基本構想策定に向けて
図書館についてみんなで考え・語り合う『第
１回図書館ミーティング』が開催されました！
この図書館ミーティングでは、気軽な対話

形式により、参加者一人ひとりが自分事とし
て考える市民参加の機会を生み出し、新図書
館整備事業への関心を高め、理解促進を図る
ため、全 3回、毎回異なるテーマに沿って新
図書館の未来をみなさんと一緒に話し合って
いきます。

・子どもが伸び伸び安全に過ごせる
・子どもと親過ごしやすい
・子供たちの避難場所にもなる

・司書さんと話しやすい
・レファレンス相談できる司書
・推し司書　　　　　
・正規の職員をおいてもらいたい
・職員さんも輝いて働ける環境

第 1回図書館ミーティングは、事始めとして『あなたにとってよい図書館とは？』を考
えました。初回の参加者は 30名、学生からベテラン世代まで幅広い世代の方にお集まりい
ただきました。
ガイダンスの後、まずはアイスブレイク（自己紹介）からスタート。その後※ワールド

カフェ方式で 1ラウンド 15分×4ラウンドで作業を進めていきます。今回は A～ Fまで
6テーブルに分かれて、ラウンドごとにメンバーをシャッフルしながら議論を進めていき
ます。どのテーブルでも和気あいあいで、皆さん思い思いの意見を模造紙に書きながら対
話を進めていただきました。

※ワールドカフェとは・・・小人数のグループに分かれカフェのようなくつろいだ雰囲気でメンバー
　　　　　　　　　　　　　を入れ替えながら自由に対話する手法

図書館ミーティングを開催しました！
新図書館整備事業基本構想策定に向けて

図書館の三つの資産（アセット）である『人・
建物・資料』の観点で第１回図書館ミーティ
ングの意見を分析した結果、『建物』に係る意
見が最も多く、次いで『資料』『人』に係る意
見が見られました。今回の分析結果を踏まえ、
基本構想に反映していきます。
次回の図書館ミーティングでは、「あなたは
図書館で何をしたいですか？」をテーマに、
さらに内容を深めて考えていきます。

〇交流の場
・人と人との交流の場になる
・交流、新たな出あい
・交流と創造の場
〇交流の場面
・観光客向けの展示（入口近くに）
・知的好奇心を刺激する展示、毎月アップデート
・講演聞いたり、ワークできるような開かれた図
書館

・猫の館長　　・貸館
・読んだ本を良かったと感想を共有できる
〇交流イベント
・丸谷才一の本の読書会をやってもらいたい
・図書館に泊まる
・朗読・読み聞かせ
・読書会ができる図書館！

子どもの居場所としての安全性や親子で過ご
しやすい場所について意見が挙がりました

施設の立地や交通手段、駐車場の利便
性についての意見の他、既存建物の利
活用についてもアイデアがありました

採光・通風・開放感、可変性を備えた機能性やユニバーサルデザインなどの視点
と共に、飲食のできるカフェ等を求める屋内空間の意見が挙がりました。また、
屋外環境との関係性や環境負荷に対しても様々な意見を頂きました

静かなスペースと話せるスペース、大
人と子ども等、ニーズに応じた空間の
区分を求める意見が挙がりました

選書の多様性を求める意見が多く挙がり
ました。選書については市民参加につい
ての意見の他、現在の蔵書に対する意見
も頂きました

鶴岡の文化を踏まえた資料収集やアー
カイブについて意見が挙がりました。
また、鶴岡の食文化発信のアイデア等
も頂きました

電子図書館やデジタルアーカイブ、自
由に使えるデータベース整備の意見が
挙がりました。その他、ネット環境や
Wi-fi環境の充実を求める意見を頂き
ました

新たな本との出会いを求める意見の他
「自分のおすすめ本」を企画するアイデ
アも頂きました

開架書庫の広さや本の探しやすさに対す
る意見の他、県内の他の図書館との連携
を求める声も挙がりました

適正コストでの施設整備・運営を求め
る意見の他、開館時間の延長について
意見が挙がりました

建物の居心地の良さや過ごしやすさについて意見が挙がりました。また、落ち着
いた静かな雰囲気を求める意見の他、自由に過ごせるおおらかさを備えた雰囲気
についても意見が見られ、図書館に対する多様なニーズが顕在化しています

人と人の交流や創造の場として、様々な場面
やイベントについて多様なアイデアが集まり
ました

レファレンス相談などを通して司書・職員と
のコミュニケーション活性化について意見が
挙がりました

勉強スペースやクリエイティブ拠点など学び
の場づくりに向けた意見が挙がりました

〇建物の立地
・場所は駅の近くに。バスはどこからで
も集まる

・歩いて行けるところにあってほしい
・立地を便利なところに、中心部
・わかりやすい場所
・チャリで行ける（学生）
・駐車場、公共乗物
・駐車場が広い
〇既存建物活用
・駅前　フーデバーの建物を図書館に
・廃棄図書の置き場に空き家を活用

〇屋内空間・環境
・日がよく入る図書館
・風が入る
・天井が高いこと。タテの解放感
・開放的な空間
〇屋外環境
・外でもゆっくりできる広場があるといい
・外とのかかわり
〇機能
・用途で変えられる間取り
・たたみスペース
・机がいっぱいある
・棚が大きい
・クラゲの水槽がある
・子どもがいても大丈夫（騒音対策バッチリ）
・親子で過ごしやすい（授乳・おむつ交換・
育児書・絵本が近い）

〇ユニバーサルデザイン
・ユニバーサル（行き来）
・年齢や障害に関係なくだれでも使える
・バリアフリー　
・車いすの出入りは考えているのか
〇飲食
・食文化カフェ
・飲食しながら過ごせる
・カフェや緑豊かなここちよい場所
〇設備
・冬の日光不足をカバーできる照明がある
・トイレきれい
〇環境負荷への視点
・環境負荷を最小に、EX.鶴岡倉庫
・SDGｓに配慮の立地、設計、プロセス、　
フーデバーを図書館に　　

・環境に優しく木をつかった空間

〇建物の雰囲気
・長くゆっくりできる
・居心地の良い図書館
・色々な人が入りやすく過ごしやすい空間
・ほどよく人の気配が感じられる
・読書する人もしない人も良い時間を過ご
せる場所に

・木のぬくもりが感じられる
・緑のあるイメージ　
・清潔感あふれる 
・市の文化の象徴としての存在
〇図書館の雰囲気
・本への愛があふれている
・本が好きになる図書館
・本を手にとれる環境
・本の可能性が広がる

〇落ち着いた雰囲気
・しゃべりやすい
・本を静かに読めること
・充分なパーソナルスペースがとれる
・鬼集中
〇おおらかな雰囲気
・ヒソヒソ静かじゃない方がいい
・わくわくどきどきを感じられる
・自由に過ごせる空間がある
・図書館でかくれんぼ　静かに
・グループワークもできる
・館内を歩くと自分の日常では出あえない
刺激が味わえる

〇コスト
・メンテ費用がリーズナブルな事
・予算内でできるシンプルな図書館
・次世代に負担のないハード施設
・今の図書館予算は少ないと思う
〇図書館の運営
・開館時間が長め
・夜まで開館９時１０時
・年中無休

・静かなスペースとおしゃべりスペース
の区別

・児童用と大人用で分ける
・新聞・お昼寝・キッズ・有料のラグジュ
アリー（区別化）

・自習などに使えるエリア分け

〇選書の多様性
・選書の多様性。市民参加を取り入れて
・書棚からインスピレーションがわく
・雑誌100誌以上！寄付、協賛も
・古今の知見や文化に敏感である
・自分が必用とする本があること
・借りたい本が多すぎる
・読みたい本が豊富にある
・本のジャンルが多い
・洋書（がある）
・絵本・専門図書
・地域推しの本沢山　　
・マンガがある
・話題の本がある
〇現在の蔵書に対する意見
・専門の本がない
・本の入替、特にがん関係の本は１０年経
てば古いものばかりです

・新しい「本に出合う場所」
・知らないジャンルの本が見つかる
・たくさんの本が所狭しと並んでいる事
・以前の企画「自分のおススメの本！」を
したい

・本だけでなく映像や音楽にもふれられる

・求めている本が探しやすい図書館
・知りたい情報（本・映像）が手に取れる
・個人蔵などの資料をリスト化してほしい
・開架の多い図書館
・資料保存　大きい書庫
・読みたい本がない時、県内の図書館から
スムーズに借りられること

・鶴岡の文化を知る、今を伝えることも
・それぞれの地域の特徴を生かした本の
収集ができる

・郷土資料や地元資料、新たな地域資料
がきちんとアーカイブされている

・郷土資料を活用できる
・古文書をカッコよく身近な存在に
・図書館が食文化発信も望ましい
・食文化発信のキッチン、みんな使える
のがあれば

・食文化・出羽三山スペース

・電子図書館
・データベース自由に使えて調べやすい
・デジタルアーカイブが見れる（高画質
美術）

・デジタル図録がきれいに見れる
・オートメーション（無人化）
・読書メーター的に自分の読書履歴を
データ化してほしい

・写メで資料を活用できる⇒石川県立
・ネット環境の充実　観光客も使える
・WI-FI

・研究発表　　　　　
・勉強スペース充実
・クリエイティブ拠点つくる
・学ぶチャンスがある
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❶ガイダンス（市より）
❷講話（アドバイザーより）
❸アイスブレイク（自己紹介）
　自己紹介シートのお題について記入・自己紹介
❹ワールドカフェ
◇第 1ラウンド
　・ふせん自分の考えを自由記入
　・グループのメンバーで共有、意見をグループ化
◇第 2ラウンド
　・メンバーを入れ替え、第 1ラウンドの意見に
　　ついて自由に意見交換
　・新たな発想や気づいた項目をふせんに記入
◇第 3ラウンド
　・第 1ラウンドのグループに戻って自由に意見交換
　・新たな発想や気づいた項目をふせんに記入
❺アドバイザーよりコメント

第 2回　図書館ミーティング報告

第 2回テーマ

今回の図書館ミーティングの流れ
ま と めま と めま と め

「あなたは図書館で何をしたいですか？」「あなたは図書館で何をしたいですか？」「あなたは図書館で何をしたいですか？」

・本を借りてカフェへ
・1日ゆっくり過ごしたい。(飲食・休憩
も館内で)

・ひとり時間を充実させたい
・静かに落ち着いて本と向き合う(空間作
り)

・ワークスペースとして使いたい
・木立が有り外で花を観て読みたい
・憧れのロッキングチェアに座って読書し
たい

・気兼ねなく使えるエリアで、読み書きを
目一杯したい

・広い開架で多様な本を眺めたい
・雑誌が多種多様に揃っている空間で乱読
したい

令和 6年 9月 26 日（木）、第 2回図書館ミーティングが開催されました！
今回のテーマは『あなたは図書館で何をしたいですか？』をテーマに議論を進めました。今

回の参加者は 22名の方にお集まりいただきました。
前回に引き続き、※ワールドカフェ方式で、1ラウンド 20分×4ラウンドで予定していまし

たが、議論が盛り上がり、3ラウンドで時間切れ。その分、図書館に対する皆さんの熱い思い
を模造紙に書き込んでいただけました。

※ワールドカフェとは・・・小人数のグループに分かれカフェのようなくつろいだ雰囲気でメンバー
　　　　　　　　　　　　　を入れ替えながら自由に対話する手法

第 ２ 回 図 書 館 ミ ー テ ィ ン グ 開 催！
新図書館整備事業基本構想策定に向けて

図書館でやりたいことについて第 2回
図書館ミーティングの意見を分析した結
果、『つながる』『イベント』『みんなで』
の活動に関連して多くの多彩な意見があ
りました。またデジタルアーカイブにつ
いて様々な意見を頂いています。これら
の分析結果を、基本構想に反映していき
ます。
次回の図書館ミーティングでは、「ま
ちの誇り（シビックプライド）につなが
る郷土資料の使い方は？」をテーマに、
議論を深めて考えていきます。

飲食もできる充実した環境で、1日ゆっ
くり過ごしたい、また、ワークスペース
として活用したいとの意見が挙がりまし
た

・図書館の会議スペースを活用したグルー
プ活動・研究発表の練習(プロジェクター
などを使って使用)

・<高校生目線>グループで勉強し討論で
きる場。研究活動等。(ICT)(空間)

・待ち合わせ場所として使いたい
・本についておしゃべりしたい
・音読書（声が出せるスペースで勉強）

グループ活動や研究活動を行いたい、待
合場所としての活用が意見として挙がり
ました

・購入して欲しい本をリクエスト
・本を探す時、多くの本を手に取って選
びたい(開架数)

・選書にかかわりたい
・普段見かけない雑誌を手にしたい
・専門的な本を使って、レポートを書き
たい

・漫画やエッセイを読みたい
・古文書を読めるようになってみたい

普段見かけない雑誌との出会いや、古
文書を読めるようにになりたいとの声
の他、選書にかかわりたいとのご要望
も頂きました

・本を活用したものの発表。(例：洋裁・
絵手紙)

・気軽に好きなこと、絵などの発表・展示
したい(ギャラリー)

・市の模型が作りたい
・図書館の本を活用して作ったものの発表
の場として使いたい

・市民活動の発表の場づくり。音楽・美術・
研究etc

図書館の本を活用して興味のある物を
制作し、それを発表する場を設けたい
との声が挙がりました

・展示とかコンサートを観て、自分もし
たい！を本を見てすぐに始められる環境

・お話し会をやりやすい部屋
・絵本の読み聞かせだけでなく語り(田
川民話の会)を聴きたい

・初めての人も気軽に来られる郷土文化・
郷土史・古文書講座（勉強会）

・解説を聞きながら郷土資料館の展示が
見られると嬉しい。人に聞くのもいいし、
デジタル活用も

・みんなで話しができるコト(今日みた
いに好きな本を語るだけで盛り上がる‼)

・シェアキッチン（料理の本）みんなで
ごはんを食べる、有事の際は防災利用も
できるように

・本にのっている料理を作って、みんな
でおしゃべりがしたい

・市民活動の活躍の場。点と点を線にす
る

・小さなホール(コンサート・人形劇)
があるといいです

・音読したい人・聞きたい人、共に楽し
める場

・図書館ミーティングの開催地を高校に
する。市民も集めて”図書館ミーティン
グin〇〇高校”をやる

みんなでコンサートやおはなし会、好き
な本を語り合いなどの意見が挙がりまし
た。その他、図書館の本を活用し、シェ
アキッチンで料理教室や子ども食堂など
を行いたいとの声も頂きました

・子どもの勉強したい 意欲をかきたてる
空間

・子どもと一緒に本を選び、声を出して
読みたい

・親が読める本（子育て関連など）も置
いてある子どもコーナーがあるなど、気
兼ねなく子どもを連れて図書館を利用し
たい

・「子どもの居場所」を作りたい(EX:武蔵
野プレイスのような)

・カードゲーム・ボードゲーム大会。将棋・
棋譜研究

・親子で絵本をテーマにした工作や遊び

気兼ねなく、図書館で子どもと一緒に過
ごしたい、また、子どもの居場所（遊び場）
を求める声が挙がりました

・使いやすい駐輪場
・公園のようなひらけた場所のそばにあ
ると良い（防災）

・まちなかで観光とつながる図書館に
・送迎があって行きやすい図書館に

・人がたくさん集える(職員・利用者)
・鶴岡スタイルの図書館に(独自性)
・余目・長井図書館等を参考に
・分館→あった方が良い
・昔の資料の展示スペース
・合宿　のように継続的に活動できる場
・「静かに」と「話しながら」スペース区
別だけでなく時間帯区別も？

・勉強とアーカイブ利用の住み分け
・冬期間に人工太陽光を浴びたい。(冬期
うつ予防)

・情報発信が大事‼
・あえてアナログ文化を大切に‼
・職員のおすすめの本、紹介の日を聞き
たい。展示もみたい

・市民活動センター×ライブラリー(アー
カイブ)活動もアーカイブする

・調べるツールとしてデジタル→本を手
に取る

・無人化・防犯カメラ(人件費削減)
・スタッフ→公益大生、単位制
・時間延長にボランティアスタッフを
・無人化のセルフ貸し出し
・月曜休みの人が、図書館に来られない

・本来の役割を見失わない。本読むこと・
知識。あれする・これするはサブで！

・サイエンスパークのバイオテクノロジー
が欲しい(知恵)

・博物館・公益大や山大農学部の図書館
と連携。相互貸し出し等

・鶴岡中央高校のシルク美容師さんに協
力。普段来ない人に来てもらうチャンス

・図書館に今まで来ていない人が来たく
なるコンテンツを揃える

・子ども・若者の意見反映できる体制を
・「自分ごと」として市民が考え企画でき
る図書館

・市のHPを作りたい→観光につなげる

・中高生のボランティアの場。活躍出来
る場所を！(読み聞かせとか)

・異分野との出会い(非日常)
・「大人の」居場所も必要。仕事・家庭だ
けでなくサードプレイスとして

・住民以外(観光客・出張者)が鶴岡情
報などを得られる場を

・人と出会える・交流が生まれる仕組み
があるとうれしい(多世代)

・地域・地元・郷土をきちんと守る
・鶴岡の良さを広めたい
・”人”が大事‼人を育てる

・大きい画面で絵本を見たい。他館の蔵
書でも(デジタルアーカイブ・スペース
活用)

・大英博物館のデジタルアーカイブをじっ
くり鑑賞したい

・本とパソコンとスマホを使って調べも
のをしたい

・読書通帳を作って自分の読書を管理し
たい

・企業・ビジネスデータベースが見れる。
（高校生が将来について考えるきっかけ
になる）

デジタルアーカイブやデジタルを活用し
たデータベースを利用したいとの意見が
ありました

・絵本の原画展示がしたい
・古地図をたくさんの人に見てほしい。今
の道と照らし合わせるとおもしろい

・伝言板・掲示板などを使って、本の教え
あいや仲間募集などをしたい

・お年寄りの知識を聞きたい
・〇〇講座をしてみたい。スマホ使う・模型・
金継ぎ・本づくり・自叙伝・ギター等 
そして、その本が図書館にある

・ハーブ・薬草を育てたい(園芸療法)＆
その活動をシェアしたい

・読書スタンプラリー。課題となる本？を
読んで、読書のおもしろさを知る機会に

・健康・環境・文化などジャンルを超えた
研修会をしたい

・本の修理・観光ガイド・古文書・郷土野
菜についてなど、ボランティア育成・講
座をしたい

・小説家・絵本作家など、地元の作家さん
と交流したい

・健康・医療へのアクセス、図書館に行っ
て健康になろう！血管年齢・骨年齢を測
定したり

・健康講座や相談室を定期的に開催したい
(まちの保健室、気軽に話せる場)

・「職」に関する企画展示と、その職業の
人たちとの交流企画

・市民活動センターを運営したい
・図書館づくりから完成までのWSをした
い、運営参画までかかわりたい

郷土にかかわるものから個人の趣味、ボ
ランティアまで、ひとがつながっていく
様々活動について多彩な声を頂きまし
た。また、図書館づくりから運営まで積
極的に参画していきたいとのご意見も！ ・自由に使える広場で【ぐりとぐら】の

パンケーキを作る
・図書館視察ツアー・館内探検・ミステ
リーナイトツアー・バックヤードツ
アーなど図書館を活用したイベントが
したい

・子どもも大人も、ワクワクドキドキす
るツアーを企画したい

・子ども達を大勢呼び読み聞かせの会を
やってみたい

・ライブ♪学生も中高年バンドも気軽に
・本をテーマにした音楽会がしたい
・オーケストラを呼んでコンサートが聴
きたい

・子ども達を大勢呼び歌や踊りをしたい
・図書館でファッションショーをやって
みたい

・講演会の企画をしているので場所とし
て使いたい

・市民バザー・フリーマーケットをした
い

・絵本作家・童話作家の講演会やワーク
ショップを行いたい

・童話作りや絵本を作りのワークショッ
プがしたい

・サウナフェスをしたい
・他施設との連携によるイベントがした
い(EX：まちキネ上映予定のコーナー、
原作の展示など)

・夜の図書館(川西の真似)をやりたい

館内探検や音楽イベント等、図書館を
舞台とした様々なイベント開催につい
て、多彩なアイデアを頂きました
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❶ガイダンス（市より）
❷閉架書庫（郷土資料庫）の見学
　自己紹介シート記入・自己紹介
❸講話（アドバイザーより）
❹アイスブレイク（自己紹介）
　グループ内で自己紹介
❺ワークショップ
◇個人ワーク …考えをふせんに自由記入
◇グループワーク …意見交換、整理
◇まとめ …キーワード抽出、発表準備
❻発表
❼アドバイザーコメント

第 3回　図書館ミーティング報告

テーマ

図書館ミーティングの流れ

ま と めま と め

「まちの誇り（シビックプライド）につながる郷土資料の使い方は？」「まちの誇り（シビックプライド）につながる郷土資料の使い方は？」
令和 6年 10 月 6日（日）、第３回図書館ミーティングが開催されました !!!
今年度最後の今回は、『まちの誇り（シビックプライド）につながる郷土資料の使い方は？』がテーマです。
荘内大祭本祭当日にも関わらず、18 名のミーティング参加者と多くの傍聴者にお集まりいただきました。
はじめに、普段は見ることのできない郷土資料館収蔵庫と企画展を解説付きで見学～アドバイザーの山崎先
生から郷土資料に関する講話をしていただいた後、グループワーク形式で議論を進めました。
直前に収蔵庫から溢れんばかりの郷土資料を目の当たりにしたこともあって、この豊富な郷土資料をどう活
かしていくべきか…アッ！という間に３グループとも模造紙がふせんでいっぱいになりました‼

第 ３ 回 図 書 館 ミ ー テ ィ ン グ 開 催！
新図書館整備事業基本構想策定に向けて

郷土資料に詳しい方から初めてふれる
方まで、多くの方から様々な意見をいた
だきました．
専門性が高く、図書開架室に比べて近
寄りがたい印象の郷土資料館ですが、鶴
岡市の郷土資料の所蔵点数は日本でも
トップレベルだそうです．それだけ歴史
と文化が根付いたまちということです．
郷土資料館が図書館と同じくらい重要だ
と改めて実感できました．
全３回の図書館ミーティングを通じ
て、頂いた多くの貴重なご意見は、しっ
かりと分析して基本構想に活かしてまい
ります．今年度は最終回となりますが、
来年度以降も引き続きご協力いただきま
すよう、よろしくお願いします．

他地域から参加された方から、鶴岡

は文化レベルが高くて羨ましい！と

のお言葉もいただきました．

未来を担うこどもたちにどう伝える

か…たくさんの意見が挙がりました．

シビックプライドスタート…

読書や読み聞かせと同様に、最初の

きっかけづくりが大切です．

歴史や郷土に詳しい方々からは、よ

り具体的で専門的な展示アイデアも

挙がりました．

事前見学で資料レベルの高さを目の

当たりにすることができました．こ

れを活かさないのはもったいない！

郷土資料を最大限に活用するために、

図書資料同様にデジタルアーカイブ

化は大きなテーマのようです．

鶴岡ならではの収集保存アイデアも

たくさん挙がりました．

郷土資料を永く残していくためには、

ハードだけでなく、ソフトの整備も

重要です．

まずは楽しむことが大切…

方言クイズや郷土史散歩ツアーなど、

イベントアイデアが挙がりました．

机に向かう勉強だけじゃなく、郷土

資料に親しむことが、まちの誇りを

育むことにつながります．

市の職員に頼るだけじゃない、ボラ

ンティアの重要性について議論が交

わされました．

介）介）
介
介）
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つるおか図書館ミーティング報告

「図書館をどう使っていきたい？」「図書館をどう使っていきたい？」

新図書館整備事業基本構想策定に向けて

こんなことができたらいいなこんなことができたらいいなこんなことができたらいいな そのためになにがあればそのためになにがあればそのためになにがあれば〇〇を解決したい！〇〇を解決したい！〇〇を解決したい！ 今の分館にできること今の分館にできること今の分館にできること その他感想その他感想その他感想

羽黒分館

おはなし会

羽黒分館

おはなし会

羽黒分館

おはなし会

温海分館

七夕おはなし会

温海分館

七夕おはなし会

温海分館

七夕おはなし会

藤島分館

おやこ読書会

藤島分館

おやこ読書会

藤島分館

おやこ読書会

これまで図書館が取り組んできた活動…
“貸出、閲覧、レファレンス（参考相談）サービス、
子ども読書活動、学校との連携、読書推奨講座の
開催、郷土資料の収集・活用など” に加えて、こ
れからどう使っていきたいかを話し合いました。

分館図書館ミーティング開催！分館図書館ミーティング開催！ 例えば…例えば…

本に出会う⇒
居場所 (安心できる場所、活躍できる場所 )

暮らしと仕事・地域に役立つ

鶴岡市、藤島町、羽黒町、櫛引町、朝日村、温海町が合併、平成 17
年に新鶴岡市が発足して以降、旧 5町村地域には分館が配置され、各
地域の図書館サービス拠点となっています。
日頃から分館を利用されている地域の方々より、アンケート形式によ
るご意見を頂戴しました。

朝日分館

おはなし会

朝日分館

おはなし会

朝日分館

おはなし会

櫛引分館

ぬいぐるみ

おはなし会

櫛引分館

ぬいぐるみ

おはなし会

櫛引分館

ぬいぐるみ

おはなし会

7/7日 ：温海七夕おはなし会

9/14 ⼟：藤島おやこ読書会
9/21 ⼟：⽻⿊おはなし会
10/19 ⼟：櫛引ぬいぐるみおはなし会
11/9 ⼟：朝⽇おはなし会

本館
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デジタルプラットフォーム報告

鶴岡市立図書館のサーバーへようこそ鶴岡市立図書館のサーバーへようこそ

あなたにってよい図書館とは？ あなたは図書館で何をしたいですか？

HA: 私⾃⾝は余り現在の図書館に不満はないのですが、移設するのであれば
市⺠がアクセスしやすい場所に建設して欲しいです。アクセスの容易さ
を最重要視しています。

HA: 読みたい本を借りたり返したりするだけで図書館に⾏く事が⾯倒な時も
あります。駅に返却ポストがあるとか、あるいは宅配便のロッカーの様
に 24時間受け取りができるロッカーが駅にあるとかすると便利だと思い
ます。または路線バスの⽐較的空いている時間の便などで本を返せる返
却ポストを、バスの運転席の横に設置してもらえるのも便利かもしれま
せん。鶴岡のバスは⼈だけでなく本も運んでもらえればありがたいです。

HA: 書庫に⼊りきらずに廃棄されてしまう本のある事を⼼配されている⽅が
居られましたが、例えば図書館のサポーター制度の様なものが出来て、
廃棄される本の保管をサポーターが⾃宅で⾏って、借りたい利⽤者がい
る時に図書館に持っていける様な仕組みが構築できれば書庫の確保の助
けにもなるかもしれません。課題は沢⼭あるでしょうけれども本を借り
るだけの図書館ではなく、逆に貸したりシェアしたり出来ると蔵書が拡
⼤しないでしょうか。まちナカと⾔うよりまちジュウ図書館のような感
じで、図書館がさらに⾝近になりそうです。

KA: 著名な建築家にデザインを依頼したような華美な建物でなくて良いので、
紫外線や湿気から蔵書を守り、座席数と駐⾞台数の多い図書館であれば
よいと思います。

SI:僕も図書館をよく利⽤しています。鶴岡市⽴図書館は本を借りに⾏ったり、
学⽣の勉強部屋的な静かで閉鎖されたイメージが強い印象を感じていま
す。現代の図書館建築は⼦育て•飲⾷•⾳楽やイベントなど、賑やかな⽂化
の中⼼地として計画されることが多いので、鶴岡の図書館も若者や⼦供
たちが集まる、賑やかな場所になって欲しいと個⼈的には思います。

OS: 読みたい本があった時に、いつでも⼿元に取り寄せて無料で読めること
ができることが良い図書館であると思います。
本の価値は、その本を読む⼈が多いかどうかでは決まらないと思うので
所蔵スペースを拡張して専⾨書をもっと増やしてほしいです。

MI: ちょっと、趣旨とは違うかも知れませんが、検索した本が館内にある場合、
その本のある場所をすぐにわかるようにして欲しい。今は番号から場所
を探さないといけないけど、とてもわかりづらい時がある。

KE: 私にとって良い図書館は、・駐⾞場に困らない・椅⼦が沢⼭ある（ソファー
は耐久性と寝る⽅がいるので不要）・分類の偏りが少ない新規図書購⼊（売れ筋、ベ
ストリーダー、作家を重視しない）・リクエストがしやすい（係員を通さない⼿続き）・
⼦連れ、親⼦連れでいつも賑やか。

KE: 今⽇実際にあったことですが、検索ＰＣを独占使⽤している⽅がいらっ
しゃっいました。私の場合ほぼ２〜３分しか検索ＰＣを使わないので、「何
をそんなにゆっくり⾒ているんだ」と、とても嫌な思いをしました。何
か良い改善案はないでしょうかねぇ。「注意書き」だらけの図書館はイヤ
だし。

HA: あまり⽂学などについては関⼼が⼤きくないのですが、関⼼を持った内
容について最初に頼りたいのが図書館の資料です。

HA: 図書館ミーティングに参加して、ハード⾯よりもソフト⾯での充実に期
待する意⾒を⾔われる⽅が多い印象があったのですが、図書館に多くの
機能を求めすぎてもスタッフ側の負担が⼤きくなるのを⼼配します。イ
ベントなどを企画するスペースは図書館の中でなくても隣接していたり
近くにあって連携すれば良いのではとも感じます。その様なスペースな
ら⾼校⽣らの居場所にも時間によっては活⽤できないでしょうか。
書庫の確保や図書館本来の⼈と資料を結び付けていく機能を充実させて
いくといったシンプルな機能もデジタルを率先して活⽤して欲しいです。

SI: 図書館に⾏くと、なんだかリフレッシュできたと感じるような、そんな場
所になって欲しいです。コーヒー飲みながら本を漁りたいです笑

OS: 静かに本を読みたいです。図書館の来場者数が多いことを良い図書館で
あることの⽬安にする⼈もいますが、そのような市場原理で図書館の良
さを測るべきではないと思います。
図書館にくる敷居を低くするために、“声を出して本について話してもい
いスペースを設ける” という案もみましたが、そこに来る⼈々が本のこ
とだけを話しにくるわけではないように思え、来場者数を増やすために
本来の図書館の⽬的から⼤きく離れたことができるようにすることは間
違っていると思います。
本が置いてある超強い公⺠館を創ることと、良い図書館を作ることは別
のこととして考えていただきたいです。

OS: ⾃分が知らなかった本があることに気づきたいです。そのために地下の
閉架書庫なども条件付きで⾒学できるようにしてほしいです。

OS: 知識の幅を広げたいです。法律や歴史や数学など⾊々な分野の専⾨家を
呼んで講演会を開けるようなスペースを作り、⾃分の⽣活や関⼼がない
分野の本にも興味を持てるような啓蒙 ?普及活動をしてほしいです。
NHKの番組の 100 分で名著のような⼊⾨者に噛み砕いて解説するような
⾊々な分野の講演会をしてほしいです。

MI: ⼈それぞれ考え⽅はあると思うけど、FreeWiFI があると助かる。
ノートパソコンやスマホを使ったりとか。

KE: 藤沢周平記念館とアートフォーラムと図書館を隣同⼠にするとお互いの
客を呼び込める（笑）

KE: 常連客向けの企画から新規客を呼び込み新たな常連客にする企画⽴案
現状の各種企画は図書館内の蔵書案内（こんな本を集めましたよ、新聞の記事の本
ですよ、他館の蔵書ですよ）がほとんどで、残念ながら図書館にいつも来る常
連客にしか届いていません…係員の皆さんの努⼒は常連客には⼗分伝
わっています…建て替えた後に新規客がどーんと増えなかったらそれを
問題視し、叩く市⺠が⼤勢います。指定管理者制も視野に、⼊館者、貸
し出し数を⼤幅に増やし予算拡充を⽬指しましょう。

CA: 図書館でしたいことはコーヒーが飲めたりするカフェのような使い⽅を
したいです。明るく洗練された空間で⽇常とは違うリフレッシの場とし
ての機能を求めています。あとは今の出版（⼩説、ドキュメンタリーなど）の流
⾏が知れると嬉しいです。

SK: 地域の新聞や⼤⼿の新聞のデータベースを使って調べものができるとい
いですね。新しい図書館では結構あるサービスです

HA: 実は郷⼟資料については最近⼤きな関⼼があります。鶴岡の歴史につい
て頼れる存在は、やはり鶴岡の図書館です。地味な取り組みで構わない
ので未来のために資料を分かり易く残しておく、渋みのある⼀⾯も⼤切
にして欲しいです

HA: 家中新町になぜ図書館を作ったのだろうと考えてみた時に、たまたまハ
ザードマップを⾒る機会があって、⽐較すれば浸⽔などの⽔害が少ない
地域と気が付きました。ポツンとした図書館と思っていましたが、40年
も前に、もしかすると⼤切な資料を最⼤限⽔害から守ろうとしたのかも
しれないです。対策を施せば⽴地はどこでも構わないですが、その様な
意識も評価したいです。

HA:３回⽬の図書館ミーティングで “⽂学館があっても良いのでは” という意
⾒がありましたが、私も同意⾒です。今は郷⼟の著名な作家の⽅の紹介
は⼤宝館に展⽰スペースがありますが、郷⼟資料館での作家の⽅々の紹
介が充実すると関⼼を持つ市⺠が増えたり、作家に関⼼のある観光客の
⽅の来訪にも繋がるのではないでしょうか。

SI: 郷⼟資料コーナーは図書館の隅に追いやられてるのがアルアルって感じで
すが、刃物⾦物産業の町である新潟県三条市の図書館「まちやま」では、
包丁や刃物のできるまでの⼯程が、館内ガラスケースに展⽰されていて、
伝統⽂化の発信と図書館が融合していました。地域資料コーナーは 3階
奥にあるのですが、他の県の図書館よりも郷⼟資料コーナーに⼈が多い
印象でした。⾷の都鶴岡でも、⽣かせるかもと感じた次第です。

郷土資料館の利活用方法は...

鶴岡市では、新図書館整備事業の基本構想策定に向け、新たな図書館のこ
とについて語り合う「新図書館構想つるおか」サーバーを設置しました。
新しい図書館で、あんなことがしたい！こんなことがしたい！みなさんの
図書館について、ご意見・アイディアをお聞かせください。
投稿された内容は、基本構想策定の参考にさせていただきます。

このサーバーは、企画懇話会、図書館ミーティングだけでなく、たくさんの方々からご意見・
アイディアをお聞かせいただく場として設置しました。
関わり方は、人それぞれです。
例えば…
１．企画懇話会や図書館ミーティングでの話題に自分の考えやアイデアを投稿してみる
２．図書館ミーティングに参加したけど、言い忘れたことを付け足してみる
３．とりあえず、どんな会話がされているか様子をみてみる

このサーバの関わりは？

投稿する際は、次のことに気を付けてもらえると嬉しいです
１．考え方は人それぞれです。相手のことを想像し尊重して投稿しましょう
２．否定することは簡単です。より良くするするための投稿に心がけましょう
３．画面の向こうには人がいます。お互い気持ち良いやり取りができるよう心がけましょう

図書館から意見への返信ってあるの？
都度個別にはしませんが、期日を区切ってまとめて返信いたします。

投稿する際は？

k_tada
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